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総
会
は
、
谷
鳴
陽
子
理
事

。
運
営
委
員
の
司

会
の
も
と
に
開
会
。
議
長
に
林
慶
子
理
事

。
運

営
委
員
を
選
出
し
、
出
席
二
五
〇
名
、
委
任
状

六
五
九
名
に
て
総
会
の
成
立
が
告
げ
ら
れ
た
。

ま
ず
、
沖
藤
典
子
理
事

・
運
営
委
員
よ
り
前

年
度
の
活
動
報
告
が
あ

っ
た
。

９４
カ
イ

ロ
国
際

人
口

。
開
発
会
議
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
オ
ー
ラ
ム
に
参

加
し
て
大
い
に
意
義
あ
る
活
動
を
し
た
こ
と
、

そ
の
他
の
活
動
を
も
と
に

『女
性
の
参
画
で
ひ

ら
く
ゆ
た
か
な
老
い
～
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策
定
委
員
会
男
女
比
率
調
査
か
ら
～
』
『男
の
大

往
生
　
女
の
大
後
始
末
』
『女

・
老
い
に
そ
な
え

て

（第
十
二
回
シ
ン
ポ
報
告
集
と

が
出
版
さ
れ

た
等
の
報
告
が
あ

っ
た
。
次
い
で
貴
島
操
子
理

事

。
運
営
委
員
よ
り
決
算
報
告
が
あ
り
、
渥
美

雅
子
会
計
監
査
役
よ
り

「涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が

感
じ
ら
れ
る
が
、
代
表
他
の
無
償
の
行
為
に
依

存
す
る
部
分
も
あ
る
。
今
後
は
出
す
べ
き
と
こ

ろ
は
出
し
て
組
織
的
に
自
立
の
方
向
を
図
っ
て

ほ
し
い
」
と
の
指
摘
が
あ

っ
た
。

次
に
、
樋
口
恵
子
代
表
よ
り
九
五
年
度
の
活

動
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
「政
情
混
沌
、
物
情
騒

然
た
る
中
で
高
齢
化
だ
け
は
確
実
に
進
ん
で
い

る
」
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
年
の
メ
ー

ン
・
イ
ベ
ン
ト
は
金
沢
で
行
わ
れ
る
第
十
四
回

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
戦
後
五
十
年
と
い
う
視
点
か

ら
、
ま
た
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
見
え
て
く
る

人
の
い
の
ち
、
女
の
い
の
ち
、
と
し
よ
り
の
い

の
ち
を
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
た
い
。
九
月
九
日
、

十
日
ご
参
加
を
。

会
報
は
年
六
回
、
二
回
の
臨
時
増
刊
を
予
定

し
て
い
る
。
し
か
し
、
決
算
報
告
に
も
あ
る
よ

一
九
九
五
年
六
月
九
日

於

・
明
治
生
命
総
合
研
修
所

第
十
三
回
総
会
開
催

高
齢
化
が
確
実
に
進
ん
で
い
る
状
況
を
ふ
ま
え
て
、

さ
ら
な
る
活
動
を
ノ
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う
に
会
費
は
創
立
以
来
十
三
年
間

一
度
も
上
げ

て
い
な
い
の
に
郵
送
料
の
値
上
げ
は
痛
い
。

八
月
に
は
、
世
界
女
性
会
議
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
ツ
ア
ー
で
北
京

へ
。
会
の
四
つ
の
機

能
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
機
能

は
、
ア
ジ
ア
に
広
が
っ
て
い
る
。
十
月
に
は
、

公
的
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
め
る
べ

く
ド
イ
ツ
の
研
究
者
に
よ
る
勉
強
会
を
。
ま
た
、

一
九
八
七
年
に
行
っ
た
在
宅
介
護
調
査
の
再
調

査
を
。
十

一
月
に
は
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

オ
ー
プ
ン
行
事
に
、
「地
震
に
強
い
東
京
の
街
づ

く
り
」
の
テ
ー
マ
で
参
加
。

次
い
で
予
算
案
が
貴
島
理
事
よ
り
提
案
さ
れ

拍
手
を
も

っ
て
可
決
。
最
後
に
理
事
の
人
数
を

二
五
名
以
上
四
〇
名
に
と
い
う
規
約
改
正
が
総

会
に
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
ま
こ

と
に
残
念
な
こ
と
に
長
年
理
事
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
田
中
寿
美
子
理
事
、
二
瓶
万
代
子
理
事
が

死
去
さ
れ
た
報
告
が
あ

っ
た
。
石
毛
鉄
子
、
駒

野
陽
子
、
神
馬
美
佐
子
、
芹
沢
茂
登
子
、
中
村

雪
江
の
各
運
営
委
員
が
新
理
事
と
し
て
承
認
さ

れ
た
。
引
き
続
ぎ

一
階
会
場
に
て
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
、
遠
方
か
ら
参
加
の
方
な
ど
の
ス
ピ
ー

チ
も
あ

っ
て
懇
親
を
深
め
た
。（芹

沢
茂
登
子
記
）

1995(平成7)年度予算

1又 入 の 部

科 目 予 算 額 備 考

前 年 度 繰 越 金 10,561,656

会費 (含入会金 ) 9,608,000 個 人会員1408人 、 グループ会員 105、 賛助会員7

印 刷 物 売 上 1,600,000 印税 130万円、印刷物売上 30万円

雑  収   入 500,000 寄付金、受取利息、他

イベ ン ト収 入 1,800,000 第14回 シンポ (金沢 )、 12月 東京 シンポ等

修 繕 積 立 金 4,150,753

合 計 28,220,409

支 出 の 部

科 目 予 算 額 備 考

会 報 製 作 費 1,500,000 2600部 ×8回 発イ予  rp届り代、 原希高ホ斗他

研 究 活 動 費 1,500,000 介護保険、議員勉強会等の月例会、_在宅介護追跡調査宣

会 員 対 策 費 1,100,000 会員名簿印刷作成費73万円、オープ ンハウス、入会資料作成費

印 刷 物 製 作 費 800,000 第14回 シンポ報告集、他

総  会  費 350,000

人  件   費 3,000,000 事務局 (専従3人 )、 VT等
旅 費 交 通 費 600,000 事務局、運営委員交通費、他

送 料 通 信 費 2,500,000 会報送料、名簿送料46万円、電話代、他

水 道 光 熱 費 100,000

交 際 費 70,000 慶弔費、管理 人さんへ季節の挨拶等

事  務  費 550,000 事務用品、 コピー代、税理士手数料

消 耗 品 費 100,000 r U-f*E - >{t
雑 費 300,000 管理費等

イ ベ ン ト 費 2,500,000 第14回 シンポ (金沢 )、 12月 東京 シンポ

予  備  費 9,099,656

修 繕 積 立 金 4,150,753

計A 28,220,409

-2-



ヅ趙

鴛3努顧曇ヨ員だF夫 ]義「看重亀1苔罫藍馨冒i豊書を負墜暴菅
司会で活躍の
谷鳴陽子氏

1994(平成6)年度・決算報告

収    入 部

目一越一肇一

予 算  額
一型
会
下

繰
万

す

9,105.517 9,105,517 0
費 ( 9,000.00o 9,604,00o 604,000

イ ベ ン ト 収 入 1,500,00o 2,770,469 1,270.469
届J 物 冗 上 1,000,00o 1,450,783 450.783

雑 収     入

― 内 訳 ―

受取利息、カンパ、他

700,00o 584.344 Al15,656

1多 繕 積 立 令 4,150,753 4,150.753 0
ヘ

計 25,456.270 27,665,866 2,209,596

支
一

出 の 部

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減
会 報 製 作 一曽 1,750,000 1,380,885 Zゝ 369.115
研 究 活  動  費 1,300,00o 839,903 A460.097
会 員 対 策 費 350.000 370,165 20,165
fP刷 物 製 作 費 1,000.000 441,513 Zゝ 558.487
総 会 替 350.000 363,038 13.038
人 件 一書 2,800,Ooo 2,864.863 64,863
旅  費 交 通 費 750,000 536.480 △ 213,520
送 J通 信 費 2,00o,000 1.986.699 A13,301
水
一

道 光 魏
¨

費 100.000 73,522 A26.478
交
一

際 費 50.000 49,976 A24
事 務 費 500,00o 500.409 409

札 賃 150,000 97.644 A52,356
雑      費 300,Ooo 245,899 A54,101
イ べ ン ト 替 2,300.Ooo 3,202,461 902.461
予 備 一替 7.605.517 0 ∠ゝ 7.605.517
修 繕 積 立 一金 4,150,753 4,150,753 0
次 期 繰 越 金 0 10.561.656 10,561,656

計
A 25,456,270 27,665.866 2,209,596
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第

一
部

（第
十
三
回
総
会
記
念
報
告
会
）

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈
¨̈
一一一一一一̈
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

～
旅
ゆ
け
ば
ラ
イ
ン
の
ほ
と
り
～

「ド
イ
ツ
公
的
介
護
保
険
最
新
事
情
」

議
　
師
　
香
取
照
幸

（厚
生
省
老
人
保
健
福
祉
局

企
画
課
課
長
補
佐
）　
　
　
　
　
´

報
告
者
　
石
毛
鎮
子
　
沖
藤
典
子
　
樋
口
恵
子

司
会
者
　
芹
沢
茂
登
子
　
一品
見
澤
た
か
子

九
五
年
四
月

一
日
、
ド
イ
ツ
で
は
、
二
十
年

間
論
議
さ
れ
た
と
い
う
公
的
介
護
保
険
制
度
が

つ
い
に
実
現
の
運
び
と
な
り
、
「在
宅
介
護
」
の

給
付
が
始
ま
っ
た
。
日
本
で
も
昨
年
末
高
齢
者

介
護

。
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム
研
究
会
が

「公
的

介
護
保
険
」
の
創
設
を
柱
と
す
る
報
告
書
を
ま

と
め
て
か
ら
、
厚
生
省
は
急
速
に
実
現
へ
と
は

ず
み
を
つ
け
て
い
る
。
当
会
で
も
、
二
月
の
例

会
で

「
公
的
介
護
保
険
徹
底
研
究
」
と
題
し
て

勉
強
会
を
持
っ
た
。

施
行
直
後
、
現
地
に
と
ん
だ
樋
日
、
石
毛
、

沖
藤
の
三
氏
が
、
女
性
の
視
点
か
ら
最
新
情
報

を
報
告
。
行
政
の
立
場
と
し
て
香
取
氏
か
ら
は
、

な
ぜ
い
ま
新
介
護
シ
ス
テ
ム
な
の
か
に
つ
い
て

お
話
を
伺

っ
た
。
以
下
発
言
順
に
、
四
氏
の
発

言
の
趣
旨
を
ま
と
め
て
み
た
。

樋
口
　
こ
の
一
月
か
ら

保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
っ

た
が
、
そ
の
問
題
点
の

一
つ
は
、
雇
用
労
働
者

の
場
合
の
負
担
率
。
収

入
の

一
％
を
経
営
者
と

折
半
し
て
負
担
す
る
が
、
経
営
者
側
の
猛
反
対

で
労
働
者
が
休
日
を

一
日
返
上
す
る
こ
と
で
決

着
。要

介
護
者
を
三
段
階
に
分
け
て
認
定
す
る
こ

と
の
難
し
さ
も
あ
る
。
在
宅
の
場
合
は
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
家
事
援
助
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
の
現
物
給
付
か
現
金
給
付
の
ど
ち

ら
か
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
物
給
付
を

提
供
す
る
民
間
の
福
祉
団
体
と
政
府
と
が
基
本

介
護
の
単
価
を
め
ぐ

っ
て
折
り
合
い
が
つ
か
ぬ

ま
ま
見
切
り
発
車
と
い
う
状
況
だ

っ
た
。

ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
受
給
者
の
八
割
が
現

金
給
付
を
希
望
、
ド
イ
ツ
も
介
護
の
人
手
不
足

だ
か
ら
、
そ
れ
で
助
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
日

本
で
は
、
現
金
給
付
が
直
ち
に
嫁
や
娘

へ
の
介

護
の
固
定
化
に
つ
な
が
ら
な
い
か
と
心
配
さ
れ

′一
。そ

の
点
、
ド
イ
ツ
の

「女
性
の
自
立
性
」
・は

日
本
と
は
格
段
の
差
が
あ
る
。
公
的
介
護
保
険

の
生
み
の
親
で
あ
る
マ
イ
デ
ル
教
授
は
、
こ
れ

ま
で
女
性
に
介
護
を
無
給
で
押
し
つ
け
て
き
た

こ
と
こ
そ

「
ス
キ
ャ
ン
グ
ル
」
と
言
い
切
っ
た
。

日
本
で
は
ま
だ
同
居
率
が
高
く
、
「孝
行
嫁
表
彰
」

な
ど
草
の
根
封
建
主
義
が
根
強
い
。
新
介
護
シ

ス
テ
ム
の
論
議
が
介
護
を
社
会
化
し
て
い
こ
う

と
す
る
動
き
で
あ
る
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

石
毛

ヽ
来
年
七
月
に
は
、

施
設
介
護
に
も
公
的
介

護
保
険
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
保
険
料

は

一
・
七
％
に
上
が
る
。

ド
イ

ツ
の
施
設
は
、
日

本
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
措
置
制

度
で
は
な
く
、
本
人
の
自
由
契
約
で
費
用
も
全
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額
自
己
負
担
。
し
か
し
高
額
の
費
用
は
年
金
で

は
賄
え
ず
、
入
居
者
の
八
割
が
そ
の
差
額
を
社

会
扶
助
費
で
補

っ
て
い
る
。
そ
の
負
担
の
重
圧

に
自
治
体
は
苦
し
ん
で
い
た
。
同
時
に
、
入
居

者
の
直
系
の
親
族
は
収
入
を
調
べ
ら
れ
、
自
治

体
か
ら
そ
の
援
助
費
を
請
求
さ
れ
る
。
こ
れ
は

親
に
と
っ
て
は
、
ス
テ
イ
グ
マ

（恥
辱
）
と
な

る
。
公
的
介
護
保
険
導
入
の
動
機
に
は
、
社
会

扶
助
費
の
節
約
と
ス
テ
イ
グ
マ
の
解
消
が
あ
る
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
施
設
で
施
設
長
が
指
摘
し
た

介
護
の
質
に
か
か
わ
る
問
題
は
重
要
だ
と
思
う
。

つ
ま
り
食
事
、
入
浴
、
排
泄
な
ど
と
個
々
の
介

護
を
点
数
計
算
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
、
こ

れ
ま
で
総
費
用
の
中
で
提
供
さ
れ
て
い
た
散
歩

と
か
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
が
抜
け
落
ち
る
。

ま
た
介
護
手
当

（本
人
が
も
ら
う
現
金
給
付
と

は
別
）
に
よ
る
家
族
介
護
で
、
介
護
の
質
が
保

て
る
か
と
い
う
疑
間
も
出
さ
れ
た
。
だ
が
、
施

設
に
は
不
服
申
し
立
て
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
が
あ

り
、
高
齢
者
の
人
権
を
守
る
仕
組
み
の
存
在
は
、

日
本
の
現
状
と
比
較
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

沖
藤
　
ド
イ
ツ
で
も
在
宅
介
護
を
担
っ
て
い
る

の
は
圧
倒
的
に
家
族
で
、
妻
や
娘
が
多
い
。
介

護
は
家
族
で
、
と
い
う
考
え
の
人
も
多
い
し
、

ヘ
ル
パ
ー
が
家
に
は
い
る
こ
と
を
嫌
う
人
も
い

る
。
新
制
度
が
す

っ
き

り
導
入
さ
れ
た
わ
け
で

は
な

い
こ
と
が
、
現
地

の
声
を
聞
い
て
よ
く
わ

か

っ
た
。
た
だ
、
日
本

の
よ
う
に
嫁
が
義
父
母

を
看
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
世
間
の
無
言

の
強
制
は
な

い
。
娘
が
ノ
ー
と

い
う
こ
と
も
で

き
る
。
女
性
団
体
は
あ
ま
り
関
心
を
示
し
て
い

な
か

っ
た
が
、
施
設
の
仕
事
に
か
か
わ
る
人
た

ち
の
間
で
は
、
議
論
沸
騰
だ

っ
た
。
介
護
の
質

を
ど
う
保
証
す
る
か
が
、
は

つ
き
り
し
な
い
と

い
う
意
見
。
親
を

一
生
懸
命
看
取

っ
て
自
立
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
お
金
が
も
ら
え
な
く
な
る

と
い
う
矛
盾
。
ま
た
ラ
ン
ク
づ
け
の
方
法
も
間

題
で
、
半
年
に

一
回
の
医
師
の
判
定
に
よ
る
が
、

か
ら
だ
の
障
害
が
原
則
な
の
で
家
族
は
で
き
る

だ
け
重
く
見
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。
こ
の
制

度
は
、
障
害
者
に
も
適
用
さ
れ
る
し
、
住
宅
改

造
や
介
助
補
助
具
の
貸
与
や
給
付
も
受
け
ら
れ

る
の
に
、
痴
果
は
対
象
に
さ
れ
な

い
。
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
も
落
ち
て
い
る
。

申
請
者
の
三
割
が
却
下
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
長
年
保
険
を
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
の
苦
情

処
理
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

総
論
賛
成
各
論
反
対
が
多
い
と

い
う
印
象
だ
。

政
府
は
民
間
の
介
護
会
社
が
増
え
る
こ
と
に

ょ

っ
て
、
雇
用
の
増
大
を
期
待
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
保
険
の
悪
用
で
儲
け
よ
う
と
い
う
黒
い

羊
も
出
て
く
る
と
い
う
懸
念
も
あ

っ
た
。

香
取
　
日
本
の
高
齢
者

介
護
を
担

っ
て
い
る
の

は
医
療
で
も
な
け
れ
ば
、

福
祉
で
も
な
い
、
家
庭

で
あ
る
。
高
齢
者
介
護

の
社
会
的
コ
ス
ト
を
推

計
し
て
み
る
と
、
施
設
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
約

四
割
の
要
介
護
者
を
看
取
り
、
そ
の
コ
ス
ト
は

一
・
五
兆
円
と
な
る
。
残
る
家
族
介
護
の
コ
ス

ト
を
控
え
目
に
計
算
し
て
も
二
兆
円
と
い
う
額

に
な
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
そ
れ
が
推
計
七
兆

円
に
も
な
る
。
介
護
は
公
費
か
保
険
か
と
い
う

論
議
の
前
に
、
介
護
は
社
会
化
す
べ
き
な
の
か
、

そ
れ
と
も
家
族
介
護
の
ま
ま
放
置
し
て
い
い
の

か
と
い
う
問
題
提
起
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

ド
イ
ツ
の
ス
キ
ャ
ン
グ
ル
は
、
家
族
の
無
償

労
働
で
あ
る
と
い
う
が
、
日
本
の
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
は
老
人
病
院
に
あ
る
。
劣
悪
な
環
境
の
老
人

病
院
と
、　
一
般
病
院
の
長
期
入
院
と
で
、
あ
わ

せ
て
三
〇
万
人
以
上
の
要
介
護
の
高
齢
者
を
抱

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
保
険
料
財
源
で
介
護
費
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用
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
。

厚
生
省
と
し
て
は
、
家
族
介
護
を
社
会
化
し

て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
新
介
護
シ
ス
テ
ム

を
考
え
て
い
る
。
財
源
は
税
な
の
か
、
保
険
な

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

制
度
が
始
ま

っ
た
と
き

「保
険
あ

っ
て
サ
ー
ビ

ス
な
し
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
例
に
引
き
た
い
。

い
ま

「税
あ

っ
て
サ
ー
ビ
ス
な
し
」
と
い
う
人

は
い
な
い
。
権
利
性
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と

保
険
が
な
じ
む
の
で
は
な
い
か
。
急
ぎ
す
ぎ
だ

と
い
わ
れ
る
が
、
超
高
齢
化
を
目
前
に
、
加
速

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
し
、
公
的
な
資
金
を
投

下
す
る
し
か
け
を
用
意
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

＊

会
場
か
ら
、
財
源

の
問
題
、
保
険
料
徴

収
、
福
祉
制
度
の
限

界
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
あ

っ
た
。
厚
生

省
の
提
唱
す
る
新
介

護
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
ま
だ
論

議
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う

思
い
で
幕
を
開
じ
た
。

（高
見
澤
た
か
子
記
）

▼
緊
急
提
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
▲

一
九
九
五

・
四

・

山
手
の
わ
が
家
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
っ
ぎ
つ
ぎ
に
火
の
手
の
あ

が
る
街
は
、
無
防
備
都
市
の
感
じ
で
し
た
。
亡

く
な

っ
た
五
五
〇
〇
人
の
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
が

六
〇
歳
以
上
、
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
七
〇
歳
以

上
と
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
中
高
年
の
方
々
で
し

た
。
な
ぜ
な
の
か
―
―
。

①
高
齢
者
の
住
ん
で
い
る
家
が
古
か
っ
た
。

長
田
区
に
は
年
金
生
活
で
家
賃

一
～
二
万
円
の

家
に
住
む

一
人
暮
ら
し
の
人
が
多
く
、
同
居
の

場
合
は
年
寄
り
が

一
階
に
、
家
族
が
三
階
に
住

左から司会の芹沢氏と高見澤氏

阪
神
大
震
災
か
ら
、
ま
る
三
か
月

今
、
高
齢
者
は
…
…

「阪
神
大
震
災
か
ら
、
ま
る
三
か
月
　
今
、
高

齢
者
は
…
…
」
と
題
し
て
四
月

一
七
日
、
東
京

・

霞
が
関
の
全
社
協
ホ
ー
ル
で
当
会
が
主
催
し
て

開
い
た
緊
急
提
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
被
災
地
か

ら
招
い
た
二
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
体
験
と
提
言

に
約

一
三
〇
人
の
参
加
者
か
ら
活
発
な
質
疑
が

続
き
、
熱
気
み
な
ぎ
る
三
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
早
川
和
男

・
神
戸
大
学
工
学

部
教
授
、
小
林
博

・
同
大
学
発
達
科
学
部
助
教

授
、
池
田
啓
子

。
米
コ
ロ
ン
ピ
ア
大
学
バ
ー
ナ
ー

ド
カ
レ
ッ
ジ
助
教
授
、
樋
口
恵
子

。
当
会
代
表
。

司
会

・
進
行
は
沖
藤
典
子
、
高
見
澤
た
か
子

・

各
当
会
理
事
。

被
災
者
に
全
員
黙
と
う
を
捧
げ
た
あ
と
の
討

論
の
あ
ら
ま
し
を
お
伝
え
し
ま
す
。

＊

早
川
　
家

の
中
は
メ
チ

ャ
メ
チ
ャ
で
し
た
が
、

（全
社
協
ホ
ー
ル
）
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み
、　
一
階
が
潰
れ
た
例
が
多
か
っ
た
。
年
寄
り

は
、
家
族
が
移
転
し
て
も
、
住
み
馴
れ
た
家
と

地
域
を
離
れ
た
が
ら
ず
、
ひ
と
り
残
る
人
が
多

い
。
そ
う
し
た
人
が
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る

こ
と
が
福
祉
の
基
盤
で
す
が
、
神
戸
市
の
福
祉

水
準
は
き
わ
め
て
低
く
、
そ
れ
が
今
回
噴
出
し

た
と
い
え
ま
す
。

②
被
災
者
は
、
体
育
館
に
ひ
し
め
き
あ

っ
て

避
難
生
活
を
送
り
、
夜
半
零
度
で
も
暖
房
な
し
。

ト
イ
レ
に
い
く
の
が
大
変
な
の
で
、
年
寄
り
は

夕
方
か
ら
水
も
飲
ま
な
い
な
ど
無
理
が
た
た

っ

て
、
肺
炎
、
膀
脱
炎
、
脱
水
症
状
、
持
病
悪
化

な
ど
で
亡
く
な

っ
た
方
も
い
る
。
ま
さ
に
人
災

で
す
。

③
特
養
ホ
ー
ム
で
は

一
人
も
亡
く
な

っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
も
、
普
段
か
ら
高
齢
者
の
た
め

の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
が
整

っ
て
い
る
こ
と
が
危

機
管
理
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
神

戸
市
は
、
六
五
歳
以
上

一
八
万
人
に
対
し
て
、

特
養
ホ
ー
ム
の
定
員
は
わ
ず
か

一
二
五
〇
人
。

身
近
に
施
設
、
病
院
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
な
ど
、
街
自
体
が
福
祉
に
配
慮
し
て

つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
安
心
し
て
住
め
る
家

と
顔
見
知
り
の
い
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
暮
ら

せ
る
こ
と
―
―
が
危
機
の
と
き
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

④
古
く
て
も
倒
れ
な
い
家
が
何
軒
か
あ
り
ま

し
た
。
同
居
し
て
い
た
子
ど
も
の
家
族
が
移
転

す
る
之
き
、　
一
人
残
る
親
の
た
め
に
柱
を
補
強

し
壁
を
塗
り
直
し
た
た
め
、
家
も
倒
れ
ず
年
寄

り
も
無
事
だ

っ
た
例
も
あ
り
、
普
段
の
手
入
れ

補
修
も
福
祉
の
街
づ
く
り
に
大
事
で
す
。
神
戸

市
の
復
興
計
画
に
は
二
十
階
の
高
層
住
宅
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
年
寄
り
が
住
め
る
か

。…
‥
、
″行
政
災
害
″
と
い
い
た
い
。
仮
設
住
宅

も
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
い
ま
よ
う
や
く

一
〇

〇
〇
戸
。
そ
の
２
Ｋ
に
、
年
寄
り
が
サ
ー
ビ
ス

も
受
け
ら
れ
ず
ポ
ツ
ン
と
暮
ら
し
て
い
て
、
棄

民
状
態
で
す
。
皆
さ
ん
、
こ
う
し
た
状
況
を
教

訓
に
し
て
下
さ
い
。

小
林
　
私
は
、
当
時
海
外
に
い
て
、
テ
レ
ビ
で

知

っ
て
急
ぎ
帰
国
、
二
〇
日
に
伊
丹
空
港
か
ら

垂
水
区
の
宿
合
に
帰

っ
た
の
で
す
が
、
途
中
は

生
き
地
獄
の
視
で
し
た
。
家
の
中
は
足
の
踏
み

場
も
な
く
、
で
も
住
ま
い
は
ど
う
や
ら
無
事
だ
っ

た
の
で
、
さ

っ
そ
く
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
そ

の
他
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
今
回
の
震
災
で
は
助

け
ら
れ
る
側
の
高
齢
者
も
助
け
る
側
の
ヘ
ル
パ
ー

も
共
に
被
災
者
。
社
協
の
ス
タ
ッ
フ
も
被
災
し

て
い
て
半
分
く
ら
い
し
か
出
て
こ
ら
れ
ず
、
年

寄
り
の
多
く
住
む
地
域
と

ヘ
ル
パ
ー
た
ち
の
居

住
区
が
山
ひ
と
つ
隔
て
て
い
た
り
…
…
。

戦
前
か
ら
の
古
い
木
賃
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
高

齢
者
は
ほ
ぼ
全
員
即
死
。
神
戸
大
で
も
二
九
人

の
学
生
が
犠
牲
に
な

っ
た
が
、
地
方
か
ら
き
て

安
い
家
賃
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
学
生
た

ち
で
、
災
害
と
貧
困
の
か
か
わ
り
の
大
き
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。

二
次
災
害
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
が
、
避

難
所
で
寒
さ
、
冷
た
い
食
事
、
対
人
関
係
の
気

疲
れ
な
ど
か
ら
肺
炎
、
気
管
支
炎
な
ど
で
衰
弱

し
、
助
け
ら
れ
た
は
ず
の
人
が
亡
く
な

っ
て
い

る
。
尼
ヶ
崎
で
は
低
所
得
層
の

一
〇
〇
世
帯
が

全
滅
、
高
血
圧
の
男
性
高
齢
者
が
い
っ
た
ん
は

病
院
に
は
い
れ
た
も
の
の

一
週
間
で
出
さ
れ
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
入
所
先
を
さ
が
し
廻

っ
て
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い
た
り
、
家
が
壊
れ
た
か
ら
と
生
活
保
護
の
住

宅
手
当
を
切
ら
れ
、
今
ま
で
と
同
額
で
は
い
れ

る
つ
ぎ
の
住
宅
が
な
い
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い

人
が
閉
め
出
さ
れ
て
い
る
感
を
深
く
し
ま
し
た
。

池
田
　
私
の
芦
屋
の
家
Ｉ
）な
か
は
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
、

さ
ら
地
に
な

っ
た
被
災
地
の
ま

っ
暗
な
夜
道
を

歩
く
と
、
災
害
の
広
さ
深
さ
を
改
め
て
実
感
じ

ま
す
。
そ
し
て
街
が
壊
れ
る
こ
と
が
、
人
間
の

精
神
に
影
響
し
、　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
揺
れ
動

く
感
じ
が
し
ま
し
た
。

い
ま
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は

一
応
整

っ
た
の
で

す
が
、
失
業
、
家
の
解
体
、
子
ど
も
の
教
育
な

ど
、
全
体
の
問
題
が
各
論
に
移
る
と
と
も
に
皆

バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
当
初
の
被
災
者
の
連
帯
感

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
荒
れ
る
感
じ
で
淋

し
い
思
い
で
す
。

一
方
、
そ
れ
ま
で
自
立
独
立
し
て
い
た
高
齢

者
が
痴
呆
状
態
に
な

っ
た
り
、
強
い
ら
れ
た
息

子

・
娘
家
族
と
の
予
期
せ
ぬ
同
居
か
ら
イ
ザ
コ

ザ
が
起

っ
た
り
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

被
災
を
き

っ
か
け
に
、
老
人
批
い
さ
れ
て

″
お

荷
物
″
の
よ
う
な
存
在
に
さ
れ
る
な
ど
、
高
齢

者
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
ー
の
ク
ラ
イ
シ
ス
と

い
う
か
、
家
族
の
揺
ら
ぐ
例
を
た
く
さ
ん
見
ま

し
た
。
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
老
夫
婦
が
自
殺
し
た

例
も
あ
り
ま
し
た
。

―
―
二
人
の
発
言
の
あ
と
、
樋
口
代
表
か
ら

「天

災
を
入
災
や
行
政
災
害
に
し
な
い
よ
う

″災
害

弱
者
を

つ
く
ら
ぬ
街
づ
く
り
″
を
高
齢
者
と
女

性
の
視
点
か
ら
提
言
と
し
て
ま
と
め
た
い
」
と
、

提
案
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
会
場
と
の
活
発
な
質

疑
応
答
に
続
き
、
再
び
二
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が

つ
ぎ
の
よ
う
に
結
び
ま
し
た
―
―

池
田
　
①
従
来
の

一
枚
岩
的
な
家
族
神
話
を
な

く
し
、
多
様
な
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
街
づ
く

り
を
。
②
政
府
は
経
済
大
国
と
同
時
に
風
水
害

な
ど
の
多
い
災
害
大
国
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

国
レ
ベ
ル
の
医
療
と
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
。

小
林
　
①
人
命
尊
重
を
街
づ
く
り
の
基
本
に
。

②
仮
設
、
恒
久
を
問
わ
ず
住
宅
は
す
べ
て
ケ
ア

つ
き
に
。
③
高
齢
者
が
危
機
の
際
助
け
出
さ
れ

る
た
め
に
、
普
段
か
ら
自
分
が
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
社
会
資
源
も
活
用

し
て
登
録
し
て
お
く
こ
と
。
④
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
も
ふ
く
め
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役

割
の
重
要
さ
の
確
認
。

早
川
　
①
従
来
の
政
策
の
枠
を
破
る
新
し
い
制

度
づ
く
り
。
②
高
層
住
宅
の
建
設
中
止
。
③
医

療

。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
入
れ
こ
ん
だ
福
祉
居
住

地
に
。
④
住
民
主
体
の
街
づ
く
り
の
た
め
に
、

行
政
の
情
報
公
開
を
。
私
た
ち
も
市
民
会
議
を

作
り
ま
し
た
。

熱心に耳を傾ける参加者たち
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男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
彼
女
は
エ
イ
ボ
ン
レ

冒
回
冒
回
冒
回
コ
回
口
回
回
回
回
回
回
回
回
画
回
画
回
回
回
回
回
冒

老いを語る〇 コロコロロロロロ
=冒

ロロコ冒冒冒冒離

大台まではまだまだ………

～女1生はエイボンレディーに

なればよい～

デイ
腱ζ黒真を

'磁
劣
ド

|まIi筆票璽;

デ
ィ
ー
と
し
て
成
功
し
て
い
ま
し
た
。
彼
女
の

気
持
ち
の
中
で
は
、　
一
日

一
日
が
ボ
ー
ナ
ス
だ

と
思

っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
別
の
エ
イ
ポ
ン
レ
デ
ィ
ー
は
九
二
歳

で
、
お
客
様
に
自
転
車
で
注
文
を
お
届
け
し
て

い
ま
し
た
。
家
族
は
事
故
で
も
起
こ
す
と
困
る

の
で
止
め
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
彼
女
は
こ
れ
が
私
の
若
さ
の
秘
訣
と
言
っ
て

決
し
て
止
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

神
戸
で
は
、
七
十
歳
を
超
え
た
エ
イ
ポ
ン
レ

デ
ィ
ー
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
地
震
の
後
何
時

間
も
経

っ
て
、
彼
女
は
肪
れ
た
家
の
瓦
礫
の
下

か
ら
助
け
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
彼
女
に
会

っ

た
時
、
明
る
く
笑

っ
て
、
前
向
き
に
お
客
様
の

お
世
話
を
し
な
け
れ
ば
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、
も
し
幸
い
年
寄
り
と
言
わ
れ
る
ま

で
生
き
ら
れ
た
な
ら
、
こ
の
エ
イ
ボ
ン
レ
デ
ィ
ー

達
の
様
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
私
の
女
性
の
方

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

何
と
言

っ
て
も
女
性
は
男
性
よ
り
長
生
き
す
る

の
で
す
か
ら
…
…
人
生
全
て
を
楽
し
む
様
に
計

画
す
る
、
と
い
う
事
は
趣
味
を
持
ち
、
何
か
を

成
し
遂
げ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
い
、
活
き

い
き
と
し
、
人
を
助
け
る
…
…
つ
ま
リ
エ
イ
ボ

ン
レ
デ
ィ
ー
に
な
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

（日
本
語
訳
）

入社、93年 :月 エイボン・ プロ
ダクツ代表取締役社長
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■グループ活動報告■

榊締灘難彗緯ヽり委員1封卦:攀響
鰺 朧1難:騨賛

轟織網0蝋 ‐1曇轟轟轟曇発轟暴癬‐
報告 椿 幸 子

こ
の
会
は
九
年
前
か
ら

「老
い
」
に
か
か
わ

る
様
々
な
問
題
を
学
習
す
る
傍
ら
、
何
で
も
行

政
に
頼
る
の
で
は
な
く

「自
分
達
で
で
き
る
こ

と
は
実
行
し
よ
う
」
と
事
務
所
を
借
り
て
、
電

話
相
談
か
ら
始
め
た
会
で
す
。

そ
の
後
、
有
償
の
助
け
合
い

「ま
ご
こ
ろ
ヘ

ル
プ
」
の
創
設

（現
在
は
新
潟
市
の
福
祉
公
社

で
活
躍
）、
高
齢
の
人
達
や
病
弱
の
方
へ
、
お
し
ゃ

べ
り
の
電
話
が
け
を
す
る

「友
愛
テ
レ
ホ
ン
」
、

ひ
と
り
暮
ら
し

（そ
の
予
備
軍
も
含
む
）
に
焦

点
を
当
て
た
、
シ
ニ
ア

・
シ
ン
グ
ル
部
会
の
活

動
が
主
な
も
の
で
す
。

こ
の
間
の
当
会
総
会
の
記
念
講
演
に
は

「高

齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
の
樋
口
代
表

を
始
め
運
営
委
員
の
方
々
に
も
き
て
い
た
だ
き
、

よ
り
速
い
情
報
と
本
音
の
ご
講
演
は
他
団
体
か

ら
も
好
評
で
、　
い
つ
も
盛
会
で
し
た
。

そ
し
て
毎
年
九
月
の
全
国
大
会
に
も
、
我
が

会
の
誰
か
が
参
加
し
て
、
そ
の
熱
気
と
パ
ヮ
ー

を
吸
収
、
そ
の
お
陰
で
こ
れ
ま
で
や

っ
て
こ
ら

れ
た
様
に
も
思
い
ま
す
。

新
潟
県
も
高
齢
化
が
進
み
、
若
い
人
の
少
な

い
僻
地
で
は
特
に
顕
著
で
、
高
齢
化
率
二
五
％

の
村
さ
え
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
地
元
新
聞

（新
潟
日

報
）
も
、
こ
こ
数
年

「老
後
」
に
関
す
る
記
事

を
多
く
載
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

県
内
の
百

一
の
企
業

。
団
体
で
構
成
す
る

「新

潟
２．
世
紀
へ
の
委
員
会
」
（事
務
局

。
新
潟
日
報

社
）
が
で
き
、
昨
年
か
ら

「県
民
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
の
部

門

「
地
域
で
実
践
す
る
団
体
」
で
表
彰
さ
れ
た

の
で
す
。

こ
の
事
業
の
し
め

く
く
り
の
表
彰
式

。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

樋
口
代
表
も
出
席
さ

れ
、　
一
緒
に
喜
ん
で

下
さ

い
ま
し
た
。

会
員
数
百
五
十
人
、

創
立
以
来
の
会
費
二

千
円
を
今
年
度
か
ら

三
千
円

へ
と
、
値
上

げ
を
考
え
て
い
る
会

に
と

っ
て
、
副
賞
の

五
十
万
円
は
何
よ
り

有
難

い
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。
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リ
レー
。エツ
セイ
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
＼
、
ハ
ロ
＝
倒
饂
観
鱚
幽
一
”
／
　
一‐
・‐川
三‐
引
劉
訓
劉
引
引
劇
引
劉
引
「
引
Ш
縮

一
九
二
六
年
大
阪
生
ま
れ
。
大
連
育
ち
。
京
都

女
子
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
。
雑
誌
の
編
集

。
記

者
十
年
。
電
話
相
談
事
業
二
十
年
の
職
歴
を
経
て

会
社
設
立
。
女
性
と
仕
事
、
そ
し
て
福
祉
を
テ
ー

マ
に
調
査
研
究
。
行
政
や
企
業
に
企
画

・
提
案
す

る
。
松
戸
女
性
行
動
計
画
推
進
協
議
会
委
員
。
当

会
運
営
委
員

ｏ
理
事
。
働
く
母
の
会
運
営
委
員
。

女
の
か
ら
だ
を
　
　
　
　
ひ
彊
務
目
蘇
鮨
閉
夏
瘍
蟹
韓
鷲
群
［聾
雲
墓
舗
雲
れ
蒸“墨

＝腸社誡州腱嘔ける　　　　　　　　　　　　　　　　　一るマ会『中一一一一̈̈
¨̈一̈一一委．祉一一一一一一

〓』精喘嘱『喧耗編属幅崎縞〔喘亀〔哺〓〓〓枯一『｝̈
¨̈
「̈̈
一一̈
一一『一時・〓一一一一一一一一一̈
」̈碑撃一一攀一一一一

な
が
る
に
せ
よ
、
病
い
　
　
　
　
乳
癌
と
分
か
り
、
近
く
の
国
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー

て
、
癌
に
よ
る
死
亡
者
数
が
増
え
続
け
て
い
る
。　
　
　
と
共
存
し
な
が
ら
、
い
か
に
よ
く
生
き
る
か
と
　
　
　
東
病
院
の
乳
腺
外
科

へ
飛
び
こ
み
、
乳
房
全
切

今
や
日
本
人
の
二
人
に

一
人
が
癌
に
か
か
り
、　
　
　
　
い
２
」と
が
人
間
に
と

っ
て
、
「も

っ
と
も
大
切
　
　
　
除
と
い
う
完
ぺ
き
に
近
い
外
科
手
術
を
受
け
た

四
人
に

一
人
が
癌
を
わ
ず
ら
っ
て
亡
く
な
る
現
　
　
　
な
こ
と
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
病
気
　
　
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
に
卵
巣
に
問
題
を
か

代
病
と
な

っ
た
。

「昨
日
、
肺
ガ
ン
と
分
か
っ
　
　
　
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
こ
　
　
　
か
え
て
い
た
私
。
生
憎
そ
こ
は
婦
人
科
を
備
え

た
ん
で
す
よ
」
「そ
う
で
す
か
、
実
は
私
も
三
年
　
　
　
れ
ら
は
、
昨
年
乳
癌
の
手
術
を
受
け
て
、
私
が
　
　
　
て
い
な
い
病
院
の
た
め
、
退
院
後
に
改
め
て
別

前
か
ら
胃
ガ
ン
と
言
わ
れ
て
」
と
い
つ
た
会
話
　
　
　
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
の

一
部
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
な
病
院
の
産
婦
人
科
で
治
療
を
受
け
な
く
て
は

も
珍
し
く
な
い
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
病
い
の

一　
　
　
　
癌
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
外
か
ら
の
感
　
　
　
な
ら
な
く
な

っ
た
。
女
性
の
か
ら
だ
、
特
に
胸

っ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
染
で
は
な
く
、
己
が
内
な
る
細
胞
の
遺
伝
子
が
　
　
　
と
お
腹
は

一
つ
に
繋

っ
て
い
て
、
両
者
を
観
察

も
は
や
、
癌
は
特
殊
な
病
気
な
ど
と
考
え
な
　
　
　
傷

つ
き
変
化
し
て
自
ら
が
作
り
出
す
も
の
で
あ
　
　
　
し
な
が
ら
治
療
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

く
て
ょ
い
、
誰
も
が
い
つ
で
も
罹
る
病
気
。
他
　
　
　
る
か
ら
、
自
分
が
主
体
的
に
癒
す
方
法
も
ま
た
　
　
　
外
科
と
産
婦
人
科
は
完
全
に
別
れ
て
い
た
。

の
病
い
よ
り
治
り
に
く
く
、
治
療
に
決
定
的
な
　
　
　
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
た
。
生
き
る
と
　
　
　
　
当
会
員
が
こ
れ
か
ら
検
診
、
治
療
を
受
け
ら

薬
が
な
い
か
わ
り
に
、
化
学
療
法
か
ら
代
替
療
　
　
　
い
う
意
志
を
通
し
て
、
心
理
療
法
、
食
事
療
法
、　
　
　
れ
る
場
合
は
、
女
性
の
か
ら
だ
ま
る
ご
と
診
察

法
ま
で

「な
ん
で
も
あ
り
」
の
戦
術
で
臨
む
の
　
　
　
中
国
医
学
な
ど
人
間
の
か
ら
だ
ま
る
ご
と
つ
つ
　
　
　
と
い
う
病
院
を
選
ば
れ
る
こ
と
、
く
れ
ぐ
れ
も

が
よ
い
病
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む、
、
ホ
リ
ス
テ
イ
ク
医
療
を
試
み
る
こ
と
が
大
　
　
　
お
忘
れ
な
く
。

癌
が
治
る
か
治
ら
な
い
か
は

一
つ
の
結
果
で
　
　
　
切
な
病
い
だ
と
も
感
じ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（次
回
は
藤
久
ミ
ネ
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
）
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『男
の
大
往
鮮
■
女
の
大
後
始
末
』

一
九
九
四
年
暮
れ
の
あ
る
日
の
こ
と
、
有
楽

町
マ
リ
オ
ン
は

「女
と
男
の
大
後
始
末
大
学
講

座
」
を
受
講
す
る
学
生
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い

ま
し
た
。
学
生
は
老
若
男
女
、
人
生
の
後
始
末

に
つ
い
て
先
進
的
な
学
問
を
修
め
よ
う
と
い
う

意
欲
に
燃
え
て
い
ま
す
。
床
に
す
わ
る
聴
講
生

ま
で
出
る
人
気
ぶ
り
は
、
永
六
輔
さ
ん
の
ご
著

書

『大
往
生
』
の
ブ
ー
ム
の
せ
い
ば
か
り
で
は

あ
ま
せ
ん
。
大
往
生
の
後
始
末
は

一
度
や
っ
て

み
て
か
ら
考
え
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
見
抜
い
た
先
見
の
明
あ
る
人
々

が
た
く
さ
ん
入
学
し
て
き
た
の
で
す
。

開
学
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「人
生
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
曲
想
」
は
、
樋
口
恵
子
学
長
の
ほ
か
二
人

の
特
別
講
師
を
む
か
え
た
集
中
講
義
で
す
。
こ

の
講
義
を
ふ
ま
え
、　
つ
づ
く
四
つ
の
講
座
で
は
、

相
続
が
決
ま
る
ま
で
、
骨
に
な
る
ま
で
、
お
葬

式
が
終
わ
る
ま
で
、
そ
れ
に
お
墓
の
決
め
方
に

つ
い
て
き
わ
め
て
実
践
的
な
講
義
が
行
わ
れ
ま

・
　

　

高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会

一一一ＩＩ・・　
二（獄静”・樋卸ほ一ｒ̈
隋

す
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
お
も
し
ろ
さ
が
学
習
効

果
を
高
め
、
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
も
よ
く
ゎ
か
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
学
部
の
講
座
を
終
了
す
る
と
、

自
動
的
に
大
学
院
へ
。
自
分
自
身
の
後
始
末
を

設
計
し
よ
う
と
真
剣
に
と
り
く
む
大
学
院
生
に

た
い
し
て
、
生
き
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
次
々
と
出

さ
れ
ま
す
。
後
始
末
学
の
専
門
家
と
な
っ
た
卒

業
生
へ
の
学
長
の
は
な
む
け
の
言
葉
は
、
「後
始

末
か
ら
世
界
が
見
え
る
」。
蛍
の
光
に
送
ら
れ
て

全
員
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
講
座
の
す
べ
て
を
ラ
イ
ブ
収
録
し
た
本

書
に
は
、
実
物
資
料
や
参
考
写
真
も
た
く
さ
ん

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
み
も
の
と
し
て
、
保

存
版
と
し
て
も
お
す
す
め
で
す
。

由日瀬剛＝＝門〕

六
月
九
日
の
総
会
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
ど
う
も
ぁ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「ド

イ
ツ
公
的
介
護
保
険
の
最
新
事
情
」
の
報
告
と

総
会
、
懇
親
会
と
長
時
間
に
わ
た
り
お
疲
れ
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
た
く
さ
ん
の
会
員

の
方
々
と
お
会
い
し
、
事
務
局

一
同
、
今
年
も

ま
た
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
第
十
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
集

『女

・

老
い
に
の
ぞ
む
』
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ご
注

文
は
事
務
局
ま
で
、　
一
冊
二
〇
〇
〇
円
、
送
料

は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

★
七
月
の
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
は
、
七
月
二
十
四

日

（月
）
で
す
。
暑
く
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
（中
野
恭
子
）

今
年
度
、
新
し
い
名
簿
を
作
成
い
た
し

ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
上
、
七
月
十
四
日

（金
）
ま
で
、

ご
返
送
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

く安心の一冊〉
いざというときの前に ′
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